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１．緒言
　筆者は eラーニングを医療秘書の教育に取り入れ
る試みを長年行ってきたが，それは対面授業の中で
利用するブレンディッド・ラーニングが主であった．
一方，社会人（大学院生含む）に対する教育では，
遠隔授業が増えている状況があった．
　2020年は COVID-19への対応のために，各大学で
遠隔教育を行わざるを得なくなった．遠隔教育や e
ラーニングに慣れていない教員や学生にとっては，
非常に負荷が大きいことは言うまでもない．システ
ムの整備の他に，教員用・学生用マニュアルの作成
や説明の必要性も生じる．東京大学，大阪大学等で
は，2020年2月頃から遠隔教育に関しての準備が始
まっており，web 上に情報が提供されていた1-3）．
国立情報学研究所4），文部科学省，経済産業省等か
らの情報提供の他に，Facebook でのグループの立
ち上げやTwitterでの情報共有もさかんに行われた．
　本学ではMoodleを用いたLMS（Learning Management 
System）であるKeli（Kawasaki e-Learning Interactive）
の他に，コラボレーション用グループウェアとして

開発され，教育面での機能が増やされた Microsoft 
Teams（以下，Teams），オンライン会議システム
の Zoomを活用することとなり，前述の大学等での
資料を参考に，本学独自の資料を作成していった．
資料は本学の web サイトに掲載されると同時に，
研修会が開催され，まず教員に対して知識伝達が行
われた．
　医療秘書学科では，文部科学省の職業実践力育成
プログラム（BP：Brush up Program for professional）
や大学院教育の中で Skype や Zoom を用いた授
業を既に行っていた．また，それ以前から本学の
LMS である Keli を用いた情報や教材の提供も行わ
れており，教員側にはある程度のトレーニングがで
きている状況であった．今回，Teams という新し
いツールの使い方のトレーニングの必要はあった
が，学科としては教員へのサポートよりも，学生の
状況の確認や対応の方に注力することができた．
　本研究では，医療秘書を目指す初年次の学生に対
して，どのような授業設計やシステムサポートが必
要であったかを明らかにする．

遠隔教育の実践と分析
―医療秘書学科2020年度初年次生を対象として―

田中伸代＊1　秋山祐治＊2

要　　　約

　2020年は COVID-19への対応のために各大学では遠隔教育を行わざるを得ず，本学でも Learning 
Management System（LMS）やビデオ会議システムを用いた教育を行った．本研究は，医療秘書学
科の初年次学生を対象とした授業において，学生の使用機器や学習者ログ等を分析し，どのような授
業設計やシステムサポートが必要であったかを検討した．その結果，以下のような点を明らかにし
た．まず，学生の学習環境に配慮した教材作成と授業展開を行うべきであり，サポート対応は迅速に，
Push 型のコミュニケーション手段を活用することが必要である．また，コースデザインの変更を行っ
て，対面・遠隔の両方に対応できるようにし，教材も見直さなければならない．なお，教員のチーム
を作り，複数で対応にあたることが効果的である．さらに，学生のスケジュールについて，大学のシ
ステムと連携した管理方法を習得させることが必要であり，自己調整ができる学生を育成することが
重要である．また，それに対しての十分なシステムサポートが望まれる．

教育・実践研究
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２．遠隔教育でのコンテンツ
　遠隔教育で，その授業に用いるコンテンツは，リ
アルタイム配信のビデオ会議以外に以下のようなも
のがあり，本学では Keli や Teams などの LMS を
用いて学生に提供される．
　①　 オンデマンド型のビデオ（Video on demand： 

以下 VOD）：PowerPoint 等のファイルを用
いた動画作成の他に，板書等をする授業のビ
デオを撮影し，それを編集する方法などがあ
る．

　②　 音声教材：音声を録音し，LMSにアップロー
ド．

　③　 PowerPoint 等の教材：スライド教材を PDF
に変換するなどして LMSにアップロード．

　④　 PDF 等による教材（従来は紙で提供）：従来
は紙媒体で提供していた教材を PDF で LMS
に掲載．

　⑤　 問題（クイズ）：LMS 上の機能を用いて作成
し，評価する．

　　　 なお，クイズの形式は，LMS として開発さ
れてきた Moodle である Keli の方が Teams
よりも豊富であり，問題バンクとしてのカテ
ゴリ分類などがあり，使い勝手が良い．

　⑥　 レポート形式の課題：ファイル提出型，オン
ラインテキスト提出型がある．評価・フィー
ドバックが容易にできる．

　⑦　 フォーラム：同期・非同期でのディスカッショ
ンが可能となる．

　上記の①②については，作成・編集に時間がかか
り，慣れるまで，通常の授業準備の2～3倍程度の時
間を見積もっておく必要がある．

３．学生の状況について
３．１　対象
　本研究の対象とした学生は2020年度医療秘書学科
1年次生（34名）である．また，対象とした授業は，
いずれも1年次必修科目の医療秘書学概論（以下，
概論　とする）および基礎ゼミである．
　分析の対象とした期間は，2020年4月2日～2020年
7月21日である．
　分析対象は，①学生の授業の受講環境（アンケー
ト調査），②概論における学習者ログ（Keli よりダ
ウンロード），③概論の授業に対する自己評価等の
自由記述テキストである．
３．２　遠隔授業開始前の状況確認
　対象者の特徴として，ほぼ全ての者が入学前学習
を eラーニングを用いて受講しているということが
あげられる．これは，医療福祉マネジメント学部で

共通して試行した K ラーニングおよび学科独自の
eラーニングサイト（Moodle）である．両方とも，
パソコンでもスマートフォン等でも学習可能なシス
テムであった．
　入学前に学部で K ラーニングの説明会を行った
際には，実習室でパソコンが使える状態であっても，
大方の学生が自分のスマートフォンを用いて解答し
ようとする様子が観察できた．その後の学科別の会
で，パソコンの利用について説明した際には，入学
後に自分の状況を考えてパソコンを購入すればよい
ということを伝えていた．
　入学時のガイダンスでは，学科の実習室を用いて
以下の①～④の説明を行うとともに，各自のスマー
トフォンへのアプリ登録等の指示を行い，大学との
連絡を公的に行うことのできる最低限の環境を確保
した．
　①　 大学のメールアドレスの登録（説明動画†1）

の利用）
　②　 メールアプリのダウンロード指示と設定

（Outlook）
　③　 Office365（当時：現在は Microsoft365）へ

の登録
　④　アプリのダウンロード指示（Office†2））
　なお，2019年までにも①②については入学時に指
導を行っている．その際，スマートフォンの OS が
最新のものでないのでアプリをインストールできな
い，保護者によるセキュリティがかかっており，
web の閲覧やアプリのインストールに制限がかか
る，使用者自身がアプリの種類を正確に認識してい
ない，などの事例が観察されていた．スマートフォ
ンを利用していても，限られたアプリ（動画・検索・
SNS）に関するものだけになっており，根本的な情
報リテラシーが不足している状況が存在すると思わ
れる．
　春学期開始時（2020年4月3日～7日）に1年次生に
対し，ネットワーク環境等の調査を行った（回答者
31名，学生数34名）．その結果，自宅もしくは一人
暮らしの住居で常時接続可能なネットワークがある
と回答した者が93.5%（29名）であった．しかし，
自分専用のパソコンがあるかどうかという設問に
「ある」と回答したのは38.7％（12名）で，家庭に
パソコンがあっても必ずしも1人1台という環境では
ないことが明らかになった．先述のように，入学前
学習の集合研修の際にも，ほとんどの学生がスマー
トフォンで解答する行動を見せており，学生の受講
環境に配慮する必要性が明確になった．
　入学生ガイダンス後，概論の最初の時間（2020年
4月7日）には，通常の初回授業のオリエンテーショ



675医療秘書学科初年次生を対象とした遠隔教育の実践と分析

ンに加えて，e ラーニングや遠隔授業について，以
下のような指導を行った．
　①　 必要とされるパソコンのスペックについて説

明（遠隔授業対応用）
　②　 Keli の使用方法説明（受講者は教員が登録済

み）
　③　 実際の授業での使用（パソコンとスマート

フォンの両方で使用）
　④　 Teams の使用方法説明：コード番号を示し

て，チームに所属させた．
　⑤　Teams アプリのダウンロード指示
３．３　遠隔授業導入後の教育
　筆者は自分の関係する授業科目だけではなく，学
科内の多くの科目に教員権限で加わるとともに，学
科のダミー学生としても登録した．これは，教員
と学生の両方のサポートを行うためであり，特に
Teams では学生からの教材の見え方が教員には分
かりづらいため，効果的であった．
　さらにスマートフォンの多用も予想されたので，
iOS と Android 両方のスマートフォンにアプリを
入れて動作を確認した．Teams および Zoom では
OS の違いにより，アプリの動作が異なるというこ
とがあったためである．
　遠隔授業が開始されて後には，さらに追加で以下
の点を補足説明した．
　①　 Teams の使用方法の補足：ファイルの閲覧，

提出方法など．他の教科における問題点など
があれば，それを概論および基礎ゼミでフォ
ローするようにした．

　②　 Keli の使い方（小テストの受験方法，ファイ
ルの提出方法等）

　1年次生に説明する前に，2年次生の授業でアプリ
の動作等を確認することができたため，一斉アクセ
ス時のサーバーへの負荷の状態や，間違いやすいポ
イントに配慮して説明することができた．2年次生
は，e ラーニングサイトやスマートフォンアプリの
利用などの経験を積んでおり，気付いた点を即時に
教員にフィードバックするなど，授業を作り上げて
いく上で優秀な協力者であった．
３．４　遠隔授業導入後の授業方法とサポート
３．４．１　概論について
　自分の担当教科である概論では VOD 型を基本と
し，LMS として Keli を利用した．これは，①従前
より Keli 上に e ラーニング教材を展開しており，
その教材を使うことができるため，及び，②学生の
時間割上，次のコマが「基礎ゼミ」で Live 型とな
るため，学生のネットワーク上の負担を軽くするた
めである．

　昨年度までは，授業時に資料配布，授業後に授業
で使ったスライドの PDF を Keli に提示，小テスト
をオンラインで行う，シャトルカード（いわゆる大
福帳5）：リアクションペーパー15回分を A4用紙1枚
にしたもの）を紙ベースで行うという授業展開をし
ていた．
　2020年度は，スライドショーから作成した動画を
Microsoft Stream†3）にアップして Keli にリンクを
はる，小テストや課題をオンラインで行う，授業の
振り返りもオンラインで行う6）という形式に変更し
た．授業での配布資料は，当初，Keli上にPDFをアッ
プした．この資料は，PowerPoint のスライド形式
ではなく，教科書のような形のレジュメである．5
月18日以降の資料については，筆者が一括して印刷
し，他の関連資料と一緒に学生に郵送した．これに
より，学生の印刷に関する負担を減らすことができ
た．
　学生には授業の振り返りや質問等を eラーニング
サイトに入力させた．それに対して，教材等の調整
を図り，返事を急ぐものについては Teams の投稿
やチャットを通してフィードバックを行った．
　なお，概論の関連教科として「オフィススタディ」
（1年次必修科目）がある．また資格取得のために行っ
ている秘書検定の補講もあるが，いずれもオンライ
ンで行った．これらは Live 型を基本としており，
リアルタイムでの説明の後に多くの課題に取り組む
というものである．概論での振り返りの中に，これ
らについての言及があるものもあり，学生の躓いて
いる点を複数の方面から確認することができた．ま
た，問題点を確認後，担当教員・学科教員にフィー
ドバックし，学生の活動をサポートすることとした．
　1年次生に対して，4月末の時点で調査を行い，授
業などの受講状況，困っていることなどを確認した．
この調査で判明したことは，以下のとおりである．
　◦スマートフォンの利用が多い．
　◦ パソコンとスマートフォン等を併用している者

もいる．
　◦無線での接続（家庭内でのWi-Fiを含む）が多い．
　◦  Zoomで40人程度の授業を行った場合，全員が

カメラオン・マイクオンの状態の授業では接続
状態が悪くなり，画像・音声の途切れるケース
がある．

　◦ 自宅での受講の際，家族や近所からの音などに
気を使っている例があった．

　◦ 課題の提出方法・実行方法について，事細かく
提示しなければ伝わらない．特に，パソコンを
持っていない学生の場合は，それが顕著である．

　◦ 従来プリント配布を行っていたケースでは
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PDF で教材を提供することが多いが，学生個
人のプリンターでの出力は負担となる．プリン
ターを持っていない場合には，コンビニエンス
ストアなどを利用することになる．

　◦  VOD は自分のペースで学習できるため良いと
思うが，通常の対面授業に戻ったときについて
いけるかどうかの不安感を持っている．

３．４．２　基礎ゼミについて
　基礎ゼミには，スタディスキルの育成やキャリア
デザイン等の項目が含まれている．対面授業であれ
ば，同級生とのグループワークや上級生とのコミュ
ニケーションを取ることも容易であるが，遠隔授業
のみであれば，そういった経験を得ることが困難に
なる．それらを解決するための遠隔授業での注意項
目を表1にまとめた．

４．遠隔教育に関する分析
　以下の分析については，概論の授業で得られた
データを元に行う．

４．１　学生の学習環境
　春学期終了前に，各授業科目におけるテストやレ
ポート提出などの準備として，小テストとファイル
提出について再度作業手順を確認させたが，その際
に接続環境等について調査した（n=34）．
　このとき，学生が小テストの解答に用いた機器は，
パソコン　25 （73.53 %），タブレット3（8.82 %），
スマートフォン6 （17.65 %）である．
　問題を解く際のトラブルについては，79.41% が
特に問題はなかったと回答している（表2）．ただし，
「手書きの解答用紙を写真撮影して，PDFか JPEG
で Keli にアップロードする」ことには困難を覚え
る学生もいた．この手順は以前に説明済みであるが，
各自の環境（使用アプリ，設定の違い等）により，
思ったような写真を撮ることができない学生もいる
ということである．なお，別の授業において，上級
学年の学生は比較的うまく作業ができていることか
ら，スマートフォン自体への慣れや相手への気遣い
という要素が関連すると思われる．

表１　遠隔授業での注意項目

表２　問題を解く際のトラブルなど（複数解答可）
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４．２　学習ログ：Keli へのアクセス
　次に，概論について，Keli から取得した学生（1
年次生）の学習ログをTableau により分析した．
４．２．１　Keli へのアクセス時間帯について
　Keliのログから，それぞれの行動をカウントして，
時間帯別の移り変わりを示した．遠隔授業が始まる
前（図1）は，ほぼ授業時間（2限）とその前後のみ
にアクセスしている状況であった．
　遠隔授業開始後（図2）は，システムへのアクセ

図１　遠隔授業開始前のアクセス時間帯

図２　遠隔授業開始後のアクセス時間帯

スや授業動画へのアクセス（URL）については，
授業時間帯の前後が多いが，午後の時間帯に広がっ
ていることが分かる．VOD の授業であるが，可能
な限り授業日の前日までに学生に授業内容の連絡を
行うようにしたので，早めに受講を開始した学生も
いた．
　各課題の〆切時刻は，学期当初，昨年までと同様
「〇月○日0：00」と設定していることが多かった．
遠隔授業開始後，学内全体の Keli へのアクセスが
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22時頃から0時前に集中しているという状況があり，
学生の生活リズムとしても問題であると考えたが，
概論の科目においては，それほどの時間帯の偏りは
なかったと言える．
４．２．２　Keli への曜日ごとのアクセス回数
　曜日ごとにアクセスしている回数を分析した（図
3）．概論の授業は火曜日であり，おおかたはそこに
集中していることが分かる．
　なお，項目のうち，学生が主体的に提出等をしな
ければならない項目に絞ると図4のようになる．基
本的な行動パターンは同じで，火曜日に集中してい
る．
４．３　学習者の意識
　次に学生の自己評価からの分析を示す．これは学
生が自由記述で書いたテキストを KH Coder 3で分
析したものである．
　オンライン授業のメリットとして考えられるもの
の分析結果を図5に示す．概論は VOD を主として
いたため，図内の①に示すように，授業動画を繰り
返して見ることができる，自分の好きな時間に見る

ことができる，自分のペースでノートテイクをする
ことができる，といった記述が多く見られた．これ
は，学習に必要な時間を学生自らが確保できるとい
う面でキャロルの時間モデル7）にも適応している．
また，授業でパソコンを利用することで，パソコン
の使い方がわかるようになる，キーボード入力が早
くなるなどがあげられた．
　一方，デメリットについては，以下のようになる
（図6）．
　①　 スケジュール管理の問題：後回しになる．ギ

リギリになる．
　②　 集中力が続かない．（動画視聴，自宅環境，

教員の目が届かない）
　③　課題が多い．
　④　教員に質問ができない．
　⑤　友人に質問ができない．
　⑥　目が疲れる等，身体的トラブル．
　授業への取り組みの自己評価については，図7の
ような結果となった．積極的な学習行動や，動画の
繰り返し視聴や課題への取り組みなどの地道な活動

図３　曜日ごとのアクセス回数（上：開始前　下：開始後）

図４　曜日ごとのアクセス回数（学生の主体的学習行動）
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図５　概論の授業に関する自己評価：オンライン授業のメリット

図６　概論の授業に関する自己評価：オンライン授業のデメリット
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を評価している．
　学生による自己評価で，改善すべき点として挙げ
られたものは表3のとおりである．
　これらの要素は大きく３つに分けることができる．
　①　スケジュール管理
　②　資料の整理
　③　ネットワーク回線・パソコン等の機器の状態
　スケジュール管理の要素については，他の授業科
目の課題とも関連がある．全国的に指摘されている
ところであるが，オンライン授業の双方向性の担保
のために，課題やフィードバック等の総量が増加し
ている．全体の課題量を把握するのは困難ではある
が，少なくとも同じ学科内では課題の総量や期限な
どを確認しておく必要性があると思われる．

　配布している資料の量は，概論では通常の対面授
業の時と変わらないが，資料の整理についての問題
が見られた．自宅から資料を持ち出さなくてもよい
という条件が，資料の整理を後回しにするなど悪い
方に作用した例である．似たような科目があるので，
資料の整理時に混乱したという記述も見られた．通
常の対面授業であれば直接指導をすることができる
のであるが，今回は十分に指導ができなかった結果
であるとも言える．
　ネットワーク回線・パソコン等の機器の状態につ
いては，あまりにも個々の状況が違いすぎる．学科
の中間ガイダンスでは，どのような機材を使えばよ
いかなどを担当者が資料を配布して説明した．また，
問題を抱えている学生については個別に対応した．

図７　授業への取り組みに対する自己評価（自由記述）

表３　�オンライン授業に関して，自分の学習環境で，どういったものを改善していくべきだと思うか（複数回答可）
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５．考察
５．１　他大学での実践との比較
　他大学での新入生支援の取り組みについての研究
結果や事例が最近発表された．村上ら8）は，大阪大
学では全学的な支援体制と新入生の支援を行い，入
学式のできなかった新入生に対しては「阪大ウェル
カムチャンネル」を作ってガイダンスを行ってサ
ポートし，それが新入生の不安感を解消することに
つながったと述べている．
　山形大学では学生に対するアドバイザー制度（教
員）を設けている．入学式や履修ガイダンスを対面
でできなかった学生に対しては，アドバイザーがオ
ンラインを主として対応を行った．学生がどこに連
絡すればよいか迷うような例についてもアドバイ
ザーが窓口となった例9）が述べられている．
　立教大学の経営学部における調査（2020年7月）10）

では，メンター（上級生）の関わりによって大学生
活の不安が軽減したという結果が出ている．また，
秋学期に向けては，授業については質問のしやすさ
やインタラクティブ性を高める授業設計が必要であ
るとし，教室内ではフィードバックのための学生ア
シスタントの採用，教室外ではメンターによる学習
活動支援なども重要であるとしている．
　金子と永井11）は，北星学園大学における教員・学
生への支援について述べ，学生の意識の変化につい
て調査している．この調査では，非対面授業実施前
には授業に参加することそのもの（PC 操作への不
安，ネットワーク環境等）への不安が多かったが，
授業が実施された後には授業内の課題への取り組み
への不満や不安に移ったことが分かった．変化しな
かったものとしては，成績評価・単位取得・テスト
に関するものが挙げられている．
　本学においては，幸いなことに遠隔授業の開始前
にガイダンスの時間を取ることができ，短期間では
あるが学生への指導を行うことができた．しかし，
1年次生がコミュニティを作り上げるまでの時間は
十分ではなかった．その後の授業期間中に様々な形
でコミュニケーションを取る工夫を行っているが，
それらを通して学生間・教員との繋がりを作ること
ができた学生とそうでない学生の間には，感情面で
も学習面でも違いが出ていることは推測できる．例
えば，オンライン授業のデメリットであげた「④教
員にすぐに質問できない」という項目は，教員との
距離が対面授業よりも遠いと考えていることを示し
ている．
５．２　学生の学習環境への配慮
　2020年現在の日本の学生の学習環境は，ネット
ワークやパソコンに関して潤沢であるとは言いがた

い．また，オンライン授業のデメリット（図6）に
示されたように，目の疲れ等の身体的なトラブルの
発生もある．したがって，授業者は，学習者に負担
をかけない配信・教材を考えることが必要である．
長時間の動画を見るだけではなく，資料を読み，考
えて書く課題などが適しているであろう．
　他方，学生自身が環境を整えることができるよう
に，一定の基準を示すことも重要である．学生が自
分専用に使うことのできるパソコンやネットワーク
環境の整備は，オンライン授業だけではなく，通常
の授業，大学生活一般や就職活動でも必須のもので
あり，保護者の理解と協力を得る必要がある．
　また，機器やアプリケーションの管理については，
学生自身の情報リテラシーを高める必要がある．メ
ンテナンスについての意識を持ち，主体的な管理が
できるようにすることをカリキュラムの中に取り入
れることが考えられる．本学の学生の多くの就職先
である医療福祉の現場においても ICT の活用は進
んでおり12），新しいものに対応できなければ仕事を
進めることができなくなる．学生一人一人が自分自
身のパソコンを持ち，その管理責任を自分で負うよ
うにすることが必要であろう．
５．３　サポート対応
　通常の授業で，周りの学生の状況を見たり聞いた
りして対応している習慣のある学生は，遠隔ではそ
のサポートがないため，学習の途中で立ち止まって
動けない状態になってしまう．そこで，頻回に学生
の学習状況を確認し，問題が発生している場合には
複数の手段で連絡を取るようにした．これは，一つ
の手段だけでは学生が見落とす可能性があるためで
あり，ポータルサイト（お知らせ＋電子メール）と
Teams の投稿・チャットを併用した．ポータルサ
イトへは学生がログインしなければならないが，電
子メールや Teams のチャットは Push 型のコミュ
ニケーション手段であり，半強制的に相手に情報を
届け，反応を促すことができる．特に1年次生の場合，
本人達の危機感もあり，こういった手段を通してコ
ミュニケーションすることができた．
　学生が質問をしてくる際には，Keli での「振り返
り」の他に，Teams のチャットを利用してくるケー
スが多かった．これは，使い慣れた LINE 等に似た
形で使用することができ，メールを送るよりも心理
的障壁が低かったからであると推測される．
　ただし，一時期，通常の時間外のチャットでの連
絡が非常に増え，学科内でも対応に困るケースが起
こったので，学生への注意事項として教職員の対応
可能な日時（平日・土日の扱い）を示す指導を6月
中旬に行った．これは教職員の間でも同様である．
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「繋がらない」時間を確保することは，仕事や生活
への割り込みを避けることができるため，結果とし
て，業務の質や効率が上がることにつながる．
５．４　授業設計，指導・教育法の改善
　現在の COVID-19の状況においては，大学の授業
は遠隔授業のシステム・技術を活用しなければなら
ない状況が続くと考えられ，教員は授業設計・指導
法・教育法の見直しを迫られることとなる．
５. ４. １　授業設計の変更
　まず，教員側は，（1）コースデザインの問い直し
と（2）教材の見直しを図ることが必要である．
　（1）については，対面と遠隔のどちらに変わって
も対応できるような案を作っておく．対面授業を行
いながら，遠隔授業も同時に行うハイブリッド型授
業の必要が出てくる可能性も高い．なお，到達度は
最終試験だけで確認するのではなく，スモールス
テップでの評価を積み重ねる形にすることが教員に
とっても学生にとっても負担が少なく学習効果も上
がると考えられる．
　ライゲルースら13）にあるように，受け身の学習で
はなく，学生がコンテンツを創ることができるよう
にするのも一つの方法である（pp.383-388）．スマー
トフォンやタブレットを用いれば，動画作成・録音
等も容易にできるので，語学関係やロールプレイな
どの課題に用いることができる．
　動画は，リアルタイム遠隔の授業でも録画するこ
とによって得ることができる．教員とのやり取りや
学生間のディスカッション，ロールプレイなどにつ
いても，自動作成された動画を確認しながらフィー
ドバックをすることができる．教室内に撮影機材を
持ち込んで行うことと同様の内容で行うことも可能
である．また，オンライン会議システムの利用によ
り，「密」を避けながら対話・ディスカッションな
ど発声を伴う活動を学生に行わせることができる．
一度に全員がカメラオンにすると40人でも接続が不
安定になる場合があるが，個別の小グループ（Zoom
のブレイクアウトなど）であれば，そこまで負担は
かからない．全体に戻る時に学生はカメラオフにす
れば，ネットワークの負荷軽減になる．
　（2）教材の見直しについては，学生の現有の機器
を活かすようにする方向性も重要である．スマート
フォンなどの小さい画面を想定し，スライドのフォ
ントにも注意を払うなど，最初から見やすいコンテ
ンツを作っておかなければならない．また，動画に
変換する場合も，高解像度を追求してファイルサイ
ズが大きいものを作ってしまうと，教員の機材への
負荷だけではなく，アップロードや変換処理，学生
の視聴などネットワーク利用の面でも問題が大きく

なる．このようなトラブル防止のために，適切な技
術アドバイザーが複数体制で存在することが重要で
ある．
　音声・動画教材で，音声が小さかったり，雑音が
混じっていたりすると，特にスマートフォンなどで
は聞きづらく，学習者の注意がそれてしまう．良い
外付けマイクを使う，編集の際にノイズの除去・ボ
リュームの調整などを行うという操作ができれば，
聞きやすい教材となる．これは，リアルタイムで行
うオンライン会議を使った遠隔授業の場合も同様で
ある．
５．４．２　授業方法についての改善：チーム対応
　教員は，通常は単独の担当科目であったとしても，
複数体制で授業運営にあたることが望ましい．それ
により，ヒューマンエラーによる録画失敗の防止，
機材の不調への対応，学生への十分なサポートを行
うことができる．医療秘書学科における別科目では，
そういった運営を行っている14,15）．
　また情報共有を Teams 等のグループウェアを用
いて行うことで迅速な対応ができる．すでに学科で
対応しているケースも多いと思うが，在宅勤務の教
員・非常勤講師など情報が少ないメンバーへの配慮
を行うことで，全体がスムーズに進むものと思われ
る．
　今後は，オンラインと対面を併用するハイブリッ
ド型の授業展開が進むことが考えられるが，一人の
教員が同時にオンラインと対面に気を配るのは困難
である．筆者は BP で経験しているが，人数にかか
わらず，オンライン側への配慮が薄くなってしまう
ケースが増えることが考えられる．オンライン・対
面のどちらか一方で行う場合よりも，機材のセッ
ティングも複雑になる．そのような場合，オンライ
ン側の学生に対応したり，機材の切替やチェックを
担当してくれるチーム体制が取れれば，ハイブリッ
ド型への対応が容易になるだろう．
５．４．３　自分で調整のできる学生を育成する
　学生自身に起因するトラブルとして，スケジュー
ル管理がうまくできない，先延ばし癖がある，といっ
たものがある．スケジュール管理は，通常の授業に
おいても必要なことであるが，高校からの切替がう
まくいっていないケースもあると思われる．
　春学期の途中で，基礎ゼミでスケジュール管理の
方法の指導を行い，具体的に Outlook や Teams と
の連携方法なども教えた．それをうまく使っている
場合もあるが，複数の教科に渡って複雑になると混
乱する学生もいると思われる．
　そこで，現有のシステムを利用した時間割とスケ
ジュール管理のためのOutlook の活用法を以下に示
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す．
　①　 学期の時間割を「継続した（繰り返す）スケ

ジュール」として登録させる．
　②　 個別の課題等は，別途，学生自身でスケジュー

ルに記載する．
　③　 学習に必要な時間を見積もって，スケジュー

ルに記載させる．
　④　 Teams からの遠隔会議は自動的に反映され

るので，それを確認させる．
　⑤　 オンデマンド型での見逃し，チェック漏れが

あるので，LMS を利用する場合には，学習
の自己チェックができるように，担当教員は
Keli（Moodle）の場合であれば「完了トラッ
キング」を有効に設定する．

　しかし，根本的には，学生が自分で調整しながら
主体的に行動できるようになることが必要である．
初年次・春学期当初には教員のサポート・足場かけ
が必要であろうが，徐々に学生が独り立ちできるよ
うに手を離していかなければならない．2020年度の
場合，春学期に不足したサポートを秋学期に補う必
要があるが，全てを教員の監督下に置くという方向
性ではなく，2年次以降の学習のために，自主的に
調整し，学習活動を行うことができるようにする必
要があろう．
　現状を振り返ると，きめ細かい指導が逆に学生の

自主的な学習活動を阻害しているのではないかと思
われるケースがある．学生はいつまでも大学の中に
留まるのではなく，社会に出て，自分自身で課題を
発見し学習していかなければならない．学生がゴー
ルを設定し，到達度を確認しながら，主体的に学習
活動を進めていけるようなシステムの導入と活用も
必要と考えられる．

６．結論
　医療秘書を目指す初年次学生へ行った2020年度春
学期の遠隔授業を通して，以下のことが明らかに
なった．これらを今年度後半および次年度以降の準
備に活用していきたい．
（1）　 学生の学習環境に配慮した教材作成と授業展

開を行うべきであること．
（2）　 サポート対応は迅速に，Push 型のコミュニ

ケーション手段を活用すること．
（3）　 コースデザインの変更を行い，対面・遠隔の

両方に対応できるようにし，教材も見直す．
（4）　教員のチームを作り，複数で対応にあたる．
（5）　 学生のスケジュールについて，大学のシステ

ムと連携した管理方法を習得させる．
（6）　 自己調整ができる学生の育成の必要性とそれ

に対するシステムサポート．
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注
†1）2020年3月に田中が説明動画を作成し，関係部署がYouTube にアップロード，閲覧できる状態にした．
†2）Office アプリの他にOffice Lens の機能があり，文書等の撮影やスキャンが可能である．
†3） Microsoft Stream：組織内での動画コンテンツ管理システム．動画を視聴できるユーザーやグループを管理する

ことができる．
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Abstract

　In 2020, to comply with COVID-19, each university had no choice but to provide distance education, and our 
university did so using the Learning Management System (LMS) and video conferencing systems. This study 
analyzed students’ equipment and learners’ logs in classes for first-year medical secretarial students to determine 
what kind of class design and system support was needed. As a result, the following points became apparent. First, 
teachers should create teaching materials and develop classes in consideration of students’ learning environments. 
Second, when teachers provide support to students, they should do it promptly and use push-type communication 
methods. Third, teachers should change the course design to handle both face-to-face classes and distance classes 
and review the teaching materials. Fourth, creating teams of teachers is useful to manage the situation in multiple 
ways. Fifth, for student schedule management, students should learn the management method linked with the 
university system. It is also necessary to train students who can regulate themselves, and system support is also 
required.
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